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令和２年度第２回亀岡市環境審議会議事録 
 

〇 開催日時   令和３年３月２６日（金） 午後２時００分～午後３時４０分 

 

〇 開催場所   亀岡市役所 別館３階 会議室 

 

〇 出 席 者   黒田委員、田部委員、櫻井委員、井内委員、稲村委員、高澤委員（会長）、 

         太田委員、吉川委員、坪井委員 

浦幹事、吉村幹事、並河幹事、由良幹事 

（事務局４名） 

 

〇 欠 席 者   山川委員、塚本委員、櫻田委員 

 

 〇 議 事 録    

 １ 委嘱状の交付 

 

 ２ 審議事項 

 （１）第３次亀岡市環境基本計画の策定状況について 

 
意見・質問 回答 

 第３次亀岡市環境基本計画は、基本的に

は第２次亀岡市環境基本計画をベースにＳ

ＤＧｓが加わったものであると思うが、ア

ピールポイントは何か。 

 亀岡市の自然を未来にも引き継いでい

くことが環境像となっており、脱炭素化

のまちづくりや、使い捨てプラスチック

ごみゼロの取組を進めるとともに、地域

経済の活性化のチャンスと捉え、環境ブ

ランドの創造による地域経済を循環して

いくまちづくりを進めたいと考えてい

る。また、多様な生きものとの共生では、

従来の取組をしっかり引き継いで、亀岡の

魅力を残していくこととしている。 
 市民アンケートの結果では、これから

市が取り組むべき施策として、ごみの不

法投棄・ポイ捨て対策が９割となってい

る。不法投棄に対する施策では具体的に

何をしているのか。今後、ポイ捨ては市

民の関心が高いものであり、どのように

考えているのか教えてほしい。 

 ポイ捨て対策として、令和２年２月にポ

イ捨て等禁止条例を制定し、市内のＪＲ４

駅とトロッコ亀岡駅をポイ捨て防止重点地

域に指定している。来年度４月からは過料

の徴収が始まることから、指導員による

市内の巡回監視を予定している。 

 そのほかには、市民と一緒に取り組む

エコウォーカー事業を展開しており、令
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和２年度で１００名の登録を予定してい

たが、実際には約２５０名に登録いただ

いている。最近では、小学生や中学生の

登録もあり、着実に広がっている。 
 重点目標、個別目標があるが、到達目

標は入れられるのか。１０年計画であれ

ば、１０年後はこの項目については、こ

ういう姿に変わっているなど、何年後に

はどういう状態に達するのかという目標

は入れられるのか。  

 第２次亀岡市環境基本計画では、目標

に対する達成度を数値化したものが無か

ったため、次期計画では、できる限り見

える化をしていきたいと考えている。 

 行動目標では、実際に市民がどういった

行動をすればいいかを明記されれば、市民

にとって分かりやすいのではないかと思

う。従来の計画というのは、書きっぱなし

なものが多いが、今回は、目標が入ってい

るということは、非常に進歩した計画にな

ったと思うし、同時に到達目標まで示され

れば良いと思う。 

 行動目標は、体系図（案）には施策の

柱だけを記載しているため、今後、市民

が取り組むこと、行政が取り組まなけれ

ばならないこと、事業者に協力いただく

ことを、基本計画の中で示したいと考え

ている。 

 「環境にやさしいまち」というのは、ど

んなまちが「環境にやさしいまち」なのか

教えてほしい。委員として活動をするにあ

たり、認識を共有しておきたい。 

 「環境にやさしいまち」については、

数値化や、行動目標の取組によって、何

か見えてくるものがあるのではないかと

考えている。「環境にやさしいまち」の基

準は、人それぞれで異なるため、委員の

皆さまのお考えも教えていただきたい。 
 「環境にやさしい」とか、「世界に誇れ

る」とか、どこまで行けば世界に誇れる

のか、具体的なゴールがあってこそ、そ

れに対する評価がある。そういったこと

も計画の中に入れた方が良いと思う。 

（意見のみ） 

 重点目標に５つの目標があって、個別

目標に６つの目標があるが、重点目標を

叶えるために個別目標があるのか。そう

であれば、個別目標の生活環境の保全と

いうのは、重点目標の中で見え難いと思

う。個別目標の中にある生活環境の保全

というのは、不法投棄も含まれており、

市民アンケートでは、亀岡市が取り組む

べき取組として、割と上位の方に入って

 体系図（案）は、重点目標を達成する

ための個別目標という位置付けではな

く、達成すべき重要な目標として、重点

目標を置いている。一方で、市民が取り

組めるような個別目標を網羅的に設定し

ている。 
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いる内容である。アンケート結果からす

れば、生活環境の保全についても、重点

目標に入るのではないかと思う。 
 市民と市と事業者が役割分担をしなが

ら一体となって取り組むとなっている

が、市民・行政・事業者のそれぞれが取

り組むべきことを明確にした方が良いと

思う。少し混乱して見えてしまう。 

 現計画の本編では、市民・行政・事業

者の取組について示しているところです

が、次期計画では、分かりやすくなるよ

うに検討していく必要があると考えてい

る。 

 ＳＤＧｓのアイコンで、個別目標にあ

る「亀岡ブランドの創造・発信」と「環

境意識の普及啓発」では、すごく少なく

見えてしまうので、もう少し増やしても

いいのではないか。 

 今後、検討していきたいと考えている。 

 重点目標の２番と４番で、プラスチック

ごみゼロ宣言とゼロエミッションが分かれ

ているが、市民にとっては分かり難いので

はないのかと思う。重点目標の４にも使い

捨てプラスチックごみゼロが含まれてお

り、アピールポイントとしては良いと思う

が、もう少し分かりやすくなると良いと思

う。 

（意見のみ） 

 
（２）亀岡市環境白書について 
 
３ 閉会 


